






（平成 12年）と 2014年（平成 26年）の新受件数を比較すると約 4.8倍の増加となっている（司








め状況調査（2013 年度）」によると、2013 年（平成 25 年）における未成年の子がいる夫婦の協
議離婚届け出総数 127,560 件のうち、面会交流および養育費について取り決めたのはいずれも約































別居している親）を募集した。その結果、別居親 35 名（男性 25 名、女性 10 名）にインタビュ
ー調査を行うことができた。インタビュー調査協力者の平均年齢 43.06歳、標準偏差 5.84（男性






























































年 9月 5日） 
②日本心理臨床学会第 34回秋季大会「家族の過去・現在・未来（PartⅢ）－家族の親密性（凝集
性）はどのように変化しているか？－」（2015年 9月 19日） 
③親子ネットＮＡＧＡＮＯ主催講演「どうする？離婚（別居・再婚）その後の子育て」（2015 年
11月 14日） 
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